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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名「寄付の教室」
団体名 NPO 法人　日本ファンドレイジング協会 区分

対象者
未就学児：親子対象での実績あり。
小学生：4 年生以上推奨 対 象

分 野

主に学校の授業で活用できるプログラム。
その他分野も応相談

プログラムのねらい
○寄付の模擬体験を通じて、寄付で出来ることを知る
○自分の価値観で、寄付先を選べるようになる
○楽しみながら寄付についての基礎知識をつける

プログラムの内容

教室で実施する場合は、メインファシリテーターが各クラス数で実施します。
実在の NPO のビデオを見て、参加者各人に託された模擬紙幣をどこに寄付したらより有効
に寄付が活用できるかを個人で考えます。
どの NPO にいくら寄付するかとその理由を考え発表する。ファシリテーターから、実際寄
付でそれぞれの NPO が起こした変化を伝え、個人で振り返りシートを記入します。
文化祭などの機会で集めた寄付をどこに寄付するか、学校が寄付を行うなど際にも活かせ
る知識を提供します。
自らの価値観で選ぶことの大切さ・楽しさを学ぶ。座学と体験型ワークショップを組み合
わせたプログラムです。

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　□中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
☑その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　2 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　2 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（　）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
私たちは、大きな負担なく、どの学校でも実施可能な体験学習プログラムとして本プログラムを開発し、子供たちが社会課題
を知り、自らの価値観で社会的な活動を応援することの楽しさ、そして様々な価値観や考え方の違いを認識し、互いに助け合
い自分たちがベストだと考える応援方法を選択していくことの難しさなどを、学ぶ機会を提供しています。上記のプログラム
以外にも、様々なプログラムがありますので、学校の学習支援や部活動支援等、ご相談ください。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　
開催希望日の 1 ヶ月前までにお申込みで調整可能です。 必要経費 要相談（実費等）　交通費と講師料を希望しますが（学校

の所定予算内で応相談できます）

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクター、スクリーンを用意してください。講師派遣もしくはオンライン登壇にて実施します。教材のみ
の提供は行っておりません。

連絡先

部署名・担当者 社会貢献教育担当　小川まき
プログラム紹介 WEB https://jfra.jp/ltg/class

電話 050-5799-4521（代表電話）
e-mail ltg@jfra.jp


